
【提出様式・CS校】　令和７年度　豊島区立学校　学校評価　自己評価表
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Ⅱ
就学前から小学
校・中学校への
円滑な接続

Ⅱ－１
学校は、関係諸機関等(保育園や幼稚園、小学校、

中学校)と連携を図ろうとしている。
45 65 20 3 10 6 2 0 0 0 8 18 2 0

今年度は年３回の小中連携、バラ

ロード見守り隊、西中を知る会、

１年生と６年生が近隣保育園との

交流会を行った。

Ⅰ－１
学校は、子どもの学力の定着・向上のために、分

かりやすい授業を行っている。
52 72 12 1 6 3 2 0 0 3 14 13 1 0

Ⅰ－２

学校は、ＩＣＴ機器やタブレット端末等の活用に

より、分かりやすい授業の実施や子どもの学びの

意欲の向上に取り組んでいる。

60 61 13 2 7 4 2 0 0 2 11 15 2 0

Ⅰ－３

学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動をとお

して、互いの良さを尊重し合う温かい学校づくり

を推進している。

73 60 5 0 5 6 1 0 0 1 15 10 3 0

Ⅰ－４
学校は、生命を大切にする態度や思いやり、優し

い心を育てている。
71 59 7 0 6 5 2 0 0 1 16 7 5 0

Ⅰ－５
学校は、子どもの体力向上や健康の促進に、積極

的に取り組んでいる。
57 68 12 3 3 4 1 0 0 3 14 12 2 0

Ⅰ－６
学校は、充実した食育指導を通して、健康教育に

取り組んでいる。
77 52 7 1 6 4 0 0 0 4 12 15 1 0

Ⅲ－１
学校は、いじめ防止等（未然防止、早期発見、早

期対応）に学校全体で組織的に対応している。
54 43 12 1 33 4 4 0 0 0 22 6 0 0

Ⅲ－２
学校は、子ども達の気持ちを理解するために、一

人一人に寄り添いながら、指導を行っている。
58 60 13 0 12 3 4 1 0 0 18 10 0 0

Ⅲ－３
学校は、特別支援教育や発達障害等に関して、一

人一人に適切な指導を行っている。
50 53 8 0 32 6 2 0 0 0 21 3 4 0

Ⅴ－１
学校は秩序があり、子ども達は落ち着いて学校生

活を送っている。
65 69 6 1 2 3 4 0 0 1 6 7 14 1

Ⅴ－２
学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止

め、学校改善に生かしている。
58 58 8 0 19 3 4 0 0 1 18 10 0 0

Ⅴ－３

学校は、学校や子ども達の様子を、学校だよりや

ホームページ、学校公開等によって、分かりやす

く伝えている。

77 56 9 1 0 5 1 1 0 1 17 9 2 0

Ⅴ－４
学校は、家庭や地域と協力しながら子どもを教育

している。
69 61 8 1 4 4 4 0 0 0 19 7 2 0

Ⅴ－５

学校はコミュニティ・スクールを推進し、保護

者・地域住民等が学校運営に参画し、学校と一体

となって子どもたちを育む体制を構築している。

53 53 14 0 23 6 2 0 0 0 13 12 3 0

特色ある
  教育活動

Ⅴ－６
学校は、出前授業などを通した体験的な学習への

取り組みに関する教育を推進している。
85 43 7 0 8 6 1 0 0 1 19 9 0 0

肯定的評価：約９０％。今年度

は、全学年に出前授業を実施し

た。３年生以上は２回以上実施す

ることができた。

Ⅳ 働き方改革 Ⅳ－１

学校は、校務支援システムの活用や「チーム学

校」を意識した業務分担等により、組織的に業務

の効率化・最適化を目指して取り組んでいる。

18 10 0 0

校務分掌については複数人配置

し、業務が分散されるように努め

ている。月に１度は、会議がない

水曜日を設定している。

評価対象者数　（人）
児童・生徒数 保護者数 教職員数 地域の方

376 143 28 8

年度当初に朋有小学校のきまりを各学級や学

年で指導の徹底を図り、きまりを守る大切さ

を指導していく。保護者の方々、地域の皆様

からいただいた今年度の学校評価の意見を来

年度の教育活動に生かしていく。

今年度から行った６年生と近隣保育園との交

流は来年度も継続していく。来年度は展覧会

があるので、交流する時間を計画する。

今年度行った取組以外に

も、積極的に関係諸機関

等と交流する機会を設定

した方がよい。

A

次年度に
向けた
改善策

学校関係者による評価

学校関係者
評価の意見

標
語

運動会の内容については

今後も検討してほしい。

校庭は狭くなってしまっ

たが、だからこそできる

こともあるかと思う。

A

月に１回、体育朝会を行い、体を動かす時間

を確保する。積極的に声をかけ、外遊びを推

奨していく。さわやかな朝チャレンジを通し

て規則正しい生活の指導を行う。毎日の献立

だよりに掲載している情報を必ず児童に伝

え、食育指導を充実させていく。

土曜授業や学校参観週間

を見ても、先生方は工夫

して授業をしてくれてい

るように感じる。児童の

学力向上を第一に考え、

授業改善に取り組んでほ

しい。

全校体制で細かく児童の

様子を共有していること

は続けてもらいたい。こ

のような取組をしている

ということはHPやおたよ

り等でもっと伝えてもよ

いのではないか。

A

週２回の夕会での各学年の報告を来年度以降

も継続していく。また毎週行っている学年会

でも気になる児童については情報共有し、複

数で対応していく体制を整えていく。特別支

援教育や発達障害等については、OJT研修等

で深く学ぶ時間を設定していく。

土曜授業等で参観してい

ると落ち着いているよう

に見える。今後も、熱意

をもって指導にあたって

ほしい。

A

A

OJT研修の内容を精選し、学校全体で授業力

向上の取組を継続していく。ICTの活用の仕

方についてはICT主任を中心に全職員で学ぶ

機会を設ける。また、積極的に活用している

教職員から事例を紹介してもらい、日々の指

導に生かしていく。

豊かな心は、今後、児童

が社会で生きていくうえ

でも非常に大切なものに

なる。来年度も、学校で

一体となった取組を考え

ていってほしい。

A

週に１回の道徳の授業を大切にしていく。道

徳授業推進教員を中心に、道徳の授業の展開

の仕方について学ぶ機会を設定する。ホーム

ページ等を通して授業の様子を伝え、家庭と

連携して児童の心の育成に努めていく。

今年度は、ホームページの更新に

一層力を入れた。各学年の行事や

取組について紹介することで、保

護者や地域の方々に学校の様子を

伝えることができた。今年度は６

年生が地域とのつながりをテーマ

として、区民ひろば朋有での高齢

者の方々との交流、外国の方々と

の交流を行った。

V-1については９０％以上の肯定

評価となっているが、実際には

様々なトラブル等の対応に日々教

職員があたっている。

家庭・地域との

連携

※学校関係者による評価の評語は、自己評価結果について以下の視点で行う。  Ａ　評価は妥当である　　　Ｂ　評価はおおむね妥当である　　Ｃ　評価は妥当ではない　　Ｄ　評価方法を見直す必要がある

委員会やクラブがない月曜日を５時間授業と

し、放課後には会議を設定する。夕会のない

水曜日になるべく会議を設定しないように

し、学年や学級、分掌の業務を行う時間を確

保する。

今年度の内容を踏まえて、各学年の出前授業

を精選して行っていく。今後も教室で学ぶだ

けでは得ることができない体験的な学習の取

組を重視していく。

ホームページは、今年度

充実していた。来年度も

継続してほしい。今後

も、学校参観だけでなく

地域とのつながりをもて

る時間を設定していって

ほしい。新しい取組にど

んどん挑戦してほしい。

A

各学年や専科、学校行事についての情報を

ホームページで公開し、日々の教育活動を

「見える化」していく。地域に出かける活動

や地域のことを学ぶ学習、地域の方に本校に

お越しいただいて交流する活動等を充実させ

ていく。児童の地域に対する愛情を育む教育

活動をしていく。年間の学校運営協議会の時

間を大切にし、地域の方々からいただいた考

えを学校運営に生かしていく。

出前授業は、児童にとっ

ても貴重な経験となる。

回数は減らしながらも、

機会は大切にしてほし

い。

A

先生が健康で元気でいる

ことが何よりも大切なこ

とである。やりたいこと

ができる時間を確保して

ほしい。

A

肯定的評価：約８５％。OJT研修

などを通して、授業力向上に取り

組んでいる。ICTの活用について

は、教員間で個人差はあるものの

校内全体で積極的に授業の中で取

り入れていくようにしている。

肯定的評価：８５％以上。今年度

は、近隣の総合体育場も活用して

体育の授業を行った。２日間行っ

た給食試食会を通して、保護者へ

の食育指導で理解を深めることが

できた。

Ⅲ
多様な子どもに

対する支援の充

実

毎月１回の校内委員会・いじめ対

策委員会では様々な事項について

校内で共通理解を図っている。ま

た、週１回の生活指導夕会だけで

なく、週２回の夕会では学年ごと

に気になる児童について情報共有

を行っている。

肯定的評価：約９０％以上。道徳

推進教員を中心に、校内全体で道

徳の授業力向上に努めてきた。９

月には、「集団や社会、人との関

わりをもって」をテーマとして道

徳授業地区公開講座を行った。

児童・生徒 保護者 地域 教職員 自己評価
概要
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健やかな生活を

送るための体力

づくり

豊かな心と人間

関係の育成

教師力の向上と
魅力ある

学校づくり

領
域

豊島区教育
ビジョン
2025

基本方針等

評価
番号

評価項目

年間評価


